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【著述目録】

・ICRH（イオン・サイクロトロン・プラズマ・ヒーティング）の研究 （卒論・工学

部）

・黄宗羲『易学象数論』の研究 （卒論・文学部）

・『算経十書』の数理思想 （修論・文学研究科）

・『九章算術』の構成と数理

「中国思想史研究」6、pp.69-125、1984年3月

・黄宗羲の図書先天の学批判―易学史の展開のなかで

「日本中国学会報」37、pp.205-219、1985年10月

・「易と数学」

加地伸行編『易の世界』pp.90-107、新人物往来社、1986年12月（中公文庫、中央公

論社、1994年4月改稿、）

・『易緯坤霊図』象数考

「日本中国学会報」39 pp.70-83、1987年10月

・『易緯乾元序制記』所載の易緯佚文について

「中国思想史研究」10 pp.1-36、1987年12月

・緯書暦法考―前漢末の経学と科学の交流

山田慶兒編『中国古代科学史論』、pp.55-120、1989年3月

・『易のニューサイエンス―八卦・太極図とコンピュータ』

中村璋八氏との共訳、蔡恒息著『太極図与遺伝密碼』（草稿本）の全訳、訳注及び

解説（pp.1-171)、東方書店、1989年3月

・『五経正義』の緯書観

今枝二郎編「中国中世の儒仏道三教における讖緯思想の研究」科研費報告書、pp.1

2-17、1990年3月

・中世の義疏学と緯学

「信州大学教育学部紀要」70、pp.344-333、1990年7月

・蔡恒息著『易のニューサイエンス』訳出ノート

「中国研究集刊」1990年号、pp.569-591、1990年7月

・易―超サイエンスの思想

「仏教」14、pp.100-107、法蔵館、1991年3月

・『海島算経』の数理構造

山田慶児・田中淡編『中国古代科学史論続編』、pp.173-208、1991年3月

・京房の災異思想

中村璋八編『緯学研究論叢』、pp.66-84、平河出版社、1993年2月

・三善清行『革命勘文』所引の緯書暦運説
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『中村璋八博士古稀記念東洋学論集』、pp.965-982、汲古書院、1996年1月

・損益の道、持満の道―前漢における易の台頭

「中国思想史研究」19、pp.47-65、1996年12月

・中国科技在日本

「文史知識」1997-8、pp.33-41、中華書局、1997月8月

・灸経から針経へ―黎明期の中国医学とその史的展開

田中淡編『中国技術史の研究』、pp.555-598、1998年2月

・『易緯乾鑿度』の易説

『日本中国学会創立五十年記念論文集』、pp.785-800､汲古書院、1998年10月

・祖沖之の数学的業績(1) 円周率の算定

「東方学報」72、pp.658-690、2000年3月

・孔子の予言書―緯書の偽作と孔子説話

「説話・伝承学」８、pp.14-27、2000年4月

・太極図の発見者―周敦頤

橋本高勝編『中国思想の流れ（中）』pp.146-153、晃陽書房、2000年4月

・石田秀実、白杉悦雄監訳『現代語訳『黄帝内経霊枢』下卷』

佐藤実氏との共訳、卷48－60、pp.86-209、東洋学術出版社、2000年5月

・胎児の性別を推算する術 ―数の予言力

横山俊夫編『言語力の諸相 ―試行的共同研究報告―』、京都大学人文科学研究所、

pp.51-59、2000年12月

・明治期の洋算と和算

狭間直樹編『西洋近代文明と中華世界』、京都大学学術出版会、pp.394-409、2001

年2月

・Scientists' language in modern Japan : a response to Professor Jeon Sang-w

oon Kyoto Lecture on scientific nomenclatures in modern Korea

人文科学研究所共同研究資料叢刊 第五号、2001年3月

・『週刊朝日百科 世界の文学102号、論語 老荘思想』責任編集

「孔子，老子ほか――思想家たちの饗宴」執筆、編著、朝日新聞社、2001年6月

・中世の数学と術数学―科学と宗教の習合点をめぐって

麥谷邦夫編『中国中世社会と宗教』道気社 pp.203-221、2002年3月

・「日本における中国科学技術」

蔡毅編『日本における中国伝統文化』pp.219-231、勉誠出版, 2002年3月

・物類相感をめぐる中国的類推思考

『中国２１』15、pp.107-126、2003年3月

・加藤弘之の進化学事始
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阪上孝編『変異するダーウィニズム 進化論と社会』京都大学学術出版会、pp.265

-317、2003年3月

・王充の性命論と科学知識 『坂出祥伸先生退休記念論集 中国思想における身体・

自然・信仰』、pp.169-189 東方書店、2004年8月

・東アジア自然学における健康思想

同志社大学ヒューマンセキュリティ研究センター年報、第一号、2004年3月

・江戸初期和算書の情報源 八算見一の珠算算法をめぐって

『東洋文化』85、pp.37-78、2005年3月

・蠶神傳説の思想的背景

宇佐美文理編『六朝隋唐精神史の研究』(基盤研究(B)(2)「六朝隋唐精神史の研究」

科研費成果報告書（論考篇））pp.29-45 2005年3月

・江戸の珠算文化とその情報源

「Chubu Institutu for Advansed Studies Studies Forum Series」33、pp.2-29、

2005年3月

・『韓国科学技術史 技術的伝統の再照明』

全相運著『韓国科学技術史』の許東粲訳を宮島一彦氏と校訂、日本評論社、2005年

10月

・婦人病の医学思想

「中国思想史研究」第28号、pp.70-112、2006年3月

・精誠の哲学

『中国学の十字路 加地伸行博士古稀記念論集』pp.84-99、研文出版、2006年4月

・西洋科学の啓蒙家―方以智

橋本高勝編『中国思想の流れ（下）』pp.146-153、晃陽書房、2006年9月

・西学受容と近世の科学知識

『第6回日韓科学史セミナー発表予稿集』、2006年9月

・釈円通の中西天文説批判

二〇〇六年度同志社大学ハイテク・リサーチ、学術フロンティア合同シンポジウム

講演予稿集（理工学研究所研究報告 第四七巻第４号別冊）pp.36-41、2007年1月

【その他】

・天文気象雑占（宮島一彦共訳）

山田慶兒編『新発現中国科学史資料の研究』pp.45-86、1985年3月

・「養性延命録訓註」御女損益篇

「中国古代養生思想の総合的研究」研究成果報告書之三、麥谷邦夫他共訳、pp.50-

58､120-128、1987年3月
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・書評：『中国数学史』

「科学史研究」179 pp.191-193、1991年9月

・書評：『重修緯書集成』

「新しい漢文教育」15 p.88、1992年11月

・書評：『中国の時空論』

「週刊読書人」1961号 p.4、1992年11月

・讖緯思想－王朝の滅亡と復興の予言

「別冊歴史読本」59 pp.290-299、1994年8月

・自然科学と易

「しにか」5-11 pp.38-43、1994年11月

・中国学最前線 中国科学史

「しにか」9-6 pp.124-125、1998年6月

・書評：中国数学史

「科学史研究」

・日本中国学会創立五十年記念座談会II・これからの中国研究（対談）

『日本中国学会五十年史』 日本中国学会、pp.-＠＠＠1998年10月

・家庭円満の秘薬はあるか

「宝積」14 pp.5-9、1999年1月

・進化論を読む育種家たち

所報「人文」45、pp.33-34、1999年3月

・三つのアドバイス

加地伸行編『孤剣 孤ならず』、pp.134-136、1999年3月

・民間数学者、上野清の遺著

「数学の楽しみ」17 pp.1-2、2000年1月

・中国科学の構造と発展パターン（橋本敬造氏の発表へのコメント）

伊東俊太郎編「科学の文化的基底」国際高等研報告書、2000年3月

・印刷術・ソロバン・羅針盤（特集「中国の大発明」項目分担）

「しにか」11-5 pp.16-17､56-57､76-77、2000年5月

・生を養う古代人の知恵

『日本健康科学学会生涯健康増進分科会シンポジウム抄録集』、pp.＠＠＠、2000年

9月

・長寿のサイエンス

所報「人文」49、pp.10-11、2002年3月

・線装本の情報と記憶

所報「人文」51、pp.39-40、2004年6月
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・解説：思想史的アプローチによる中国博物学研究の試み

小林清市著『中国博物学の世界 「南方草木状」「斉民要術」を中心に』農山漁村

文化協会、解説、pp.393-422、2003年9月

・産図の医療とまじない

古田真一他編『中国の美術 見かた・考えかた』昭和堂、pp.24-25、2003年10月

（2005年9月、改稿）

・漢字情報学事始め

「漢字と文化」創刊号、p.9-10、2003年12月

・インターネット時代の人文学の新しい技術

「漢字と文化」4、pp.6-9、2005年2月

・人文研アーカイブス（10）佐藤一斎旧蔵『明儒学案』

「漢字と情報」9、p.7、2005年3月

・「本邦残存典籍による輯佚資料データベース」

「漢字と情報」10、p.6、2005年10月

・「集中講義と二つの輯佚書」

『中村璋八先生傘寿記念文集』、pp.61-62、汲古書院、2006年1月

・人文研アーカイブス（13）呂才撰『大唐陰陽書』残巻

「漢字と情報」13、6-7頁、2006年10月

・新蔵新蔵博士の迷信研究―『大唐陰陽書』購入余話

「漢字と情報」14、4-5頁、2007年2月


